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2007年能登半島地震　広帯域MT観測　 (序報)

Crustal resistivity imaging around the hypocentral area of the 2007 Noto Hanto Earth-
quake -Preliminary report-
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2007年 3月 25日に、能登半島西岸に近い能登半島沖の深さ約 10 kmを震源とするM6.9の地震が発生した。北西－南
東方向に圧縮軸を持つ、横ずれ成分を含む逆断層型である。能登半島周辺では、1993年にも能登半島北東沖地震 (M6.6)
が発生しており、この地震断層も、逆断層型のメカニズム (菊池、1993)である。今回の震源断層周辺での不均質性を電
気比抵抗構造として把握する目的で、4月上旬より 8大学合同での広帯域 MT 構造調査を開始した。震源域周辺地域内
で、4月 4日に 4観測点、さらに 6日に 1観測点を設置し、広帯域MT観測を継続している。また、4月 16日よりさらに
18観測点での観測を計画している。したがって、最終的には総計 23点の観測点となり、陸域の震源域を面的にカバーで
きる予定である。
広帯域MT 観測を実施する際の問題点は、今回の地震の震源域がほぼ半分程度しか陸域にないことである。さらに半

島という地形もあり、観測点の配置は非常に狭い地域に限られることになった。そこで、今回は、１測線に限らず、観
測点を面的に配置し３次元的に比抵抗の不均質性を把握することを考えた。ただし、今回の震源域は、「地震予知のため
の新たな観測研究計画（第２次）」でターゲットになっている跡津川断層周辺ですでに実施した北西－南東方向の広帯域
MT観測の測線の延長上に当たるため、この跡津川観測線を延長し、広域比抵抗構造との関連性も把握できるように観測
点分布を考慮した。さらに、この延長上の海域に２～３点の観測点を設け海底磁力電位差計を用いた観測を行うことが
できれば、さらに詳細な比抵抗構造が得られるものと思われる。今回は、陸域で実施した観測およびその結果に関して
紹介する。
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